
自動運転トーイングトラクターを囲む地方組織政策担当者と事務局担当者

～国内各空港への導入展開に向けて検討の推進を！～
6月18日（木）、第３回地方組織

政策担当者会議を開催し、この中で
羽田空港における国内線定期便で昨年
12月から開始された空港制限区域内に
おける自動運転レベル4（無人貨物
搬送）の運用状況を視察しました。
官民連携で進められている先進技術の
導入によるグランドハンドリング業務
の生産性向上は今後ますます重要で
あり、視察を通じて得られた知見を、
地方政策の検討に反映していきます。
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羽田空港で自動運転レベル４運用状況を視察！

坂元慎平

路面に約1m間隔で設置された磁気マーカー

自動走行するトーイングトラクター
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